


○令和２年の死傷者数は、前年同期比 2.0％増加 13次防基準年の平成29年同期比 4.3％増加。

陸上貨物運送事業者のみなさま

陸上貨物運送事業では、働く人1000人当たりの災害発生率（千人率）が、
他の主要な産業と比べてかなり高い水準になっています。

キケンな作業をそのままにせず、従業員の命と健康を守るため、
作業方法などの見直しに着手してください。 詳細は裏面
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転倒災害の年齢別
年千人率（2019年）
陸上貨物運送事業 全産業
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動作の反動・無理な動作災害の
年齢別年千人率（2019年）

年齢が上がるほど
転落しやすいので注意

50代、60代に加え、
20代前後も転倒に注意

腰痛は若年ほど多い
無理させていないか

 死亡者数は101 人。
• 平成 29 年 比で 36 人（26.3％）減少。

 死傷者数は15,382 人。
• 平成 29 年比で 676 人（4.6％）増加。

 災害発生率（千人率）は 8.55
• 全産業平均 2.22
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陸上貨物運送事業における労働災害発生状況の推移

死傷者数

死亡者数

平成31年／令和元年の労働災害（陸運業）

令和２年５月末現在の労働災害（陸運業）
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